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5. 訳の中で、筆者が付け加えた言葉は［	 ］で記す。 
 
6. 音高は次のように表記する。C 	 c	  c’（中央の「ド」）	 c’’ 












































	 本論文の中心となる「恣意的装飾」の概念は、もともとクヴァンツ Johann Joachim Quantz
（1697-1773）が『フルート奏法試論 Versuch einer Anweisung die Flöte Traversiere zu Spielen』































                                                        
2 巻末附録 6 頁に、本研究で主に参照した 17 世紀初頭から 19 世紀初頭にかけてのヴァイオリンに関する
「恣意的装飾」の資料一覧を掲載する。 
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と考えられていた4。しかし第 4 章ではそれが引き継がれている例として、19 世紀初頭のパ
                                                        
3 このことは、作品 5 の再版の多さからも裏付けられる。第 1 章参照。 
4 今日の我々が 19 世紀のヴァイオリン作品を演奏する際に、「恣意的装飾」をあえて加えようと考えるこ























                                                        
装飾」は既に 18 世紀の末のモーツァルトの円熟期のアリアにおける作品にさえ加えられるべきでない。と
主張している。(Newmann: Ornamentation and Improvisation in Mozart. Princeton, 1986, pp. 239) 
5 本論文における 19 世紀の資料は、主に「ヴァイオリン教本」を対象とする。しかし 19、20 世紀にいわゆ
る校訂版として出版された楽譜資料の中にも「恣意的装飾」は残っており、例えば、ヴィオッティの＜ヴ
ァイオリン・コンチェルト＞第 22 番（1795 年頃作曲）には、この曲の緩徐楽章に演奏家が「恣意的装飾」
を加えた幾つかの例が見受けられる。その方法は、既存の装飾にアーティキュレーションやダイナミクス
を加えるものから、フェルディナンド・ダヴィッド Ferdinand David（1810-1873）やヨーゼフ・ヨアヒム 
Joseph Joachim（1831-1907）のように、休符や繰り返される音型に「恣意的装飾」を加え、クロマティック













	 この他に近年の先行研究としては、2016 年にガッティ Enrico Gatti による論文『16、17、
18 世紀におけるディミニューションの技法について Un excursus sull’arte della diminuzione 
nei secoli XVI, XVII e XVIII.』が挙げられるが、これは副題に「生徒向けのゼミを再構成した
原稿 per uso di chi avrà volontà di studiare」と書かれているように、原典研究の導入と参考文
献の紹介を目的としている。これらの先行研究で不足しているのが、各種装飾の旋律的傾向





ック・ノイマン Frederick Neumann の「古典派には装飾を加えない7」という主張と、クライ
                                                        
6 Brown, Clive. Classical and Romantic Performing Practice. (New York: Oxford University Press ,1999)、
Neumann, Frederick. Ornamentation in Baroque and Post-Baroque Music. (Princeton: Princeton University Press, 
1978)、Stowell, Robin. Violin Technique and Performance Practice in the Late Eighteenth and Early Nineteenth 
Centuries. (New York: Cambridge University Press ,1985)、Boyden, David. The History of Violin Playing from its 
Origins to 1761 and its Relationship to the Violin and Violin Music. (London ; New York : Oxford University Press, 
1965)、Tarling, Judy. Baroque String Playing for Ingenious Learners. (St. Albans: Corda Music, 2000) 
7 Neumann 1986, p. 230-281. ノイマンは『一般音楽新聞 Allgemeine musikakische Zeitung』（1802/3, 
14,15）のフィッシャー Ignaz Ludwig Fischer のバスのアリアを例に挙げ、特に歌曲に対しては具体的に、
《イドメネオ Idomeneo》をきっかけに、およそ 1780 年以降の全てのアリアは装飾されるべきでないこと








みなされている。ブラウンは、こうした装飾に対する態度の変化が 18 世紀中頃から 20 世
紀前半にかけて徐々に起こっていったと主張している。すなわち、20 世紀後半では書かれ
ている通りに正確に弾かれなければならないと述べつつも、19 世紀末の演奏家の弾き方と













                                                        
てないと述べている（Neumann 1986, p. 275）。すなわち、ノイマンは「ピアノ・コンチェルト」を唯一の
例外として、それ以外の古典派の作品では「恣意的装飾」の付加に否定的な態度を示している。具体的に
は、W. A. モーツァルトの「ピアノ・コンチェルト」における旋律の空白部分にのみ控えめに「恣意的装
飾」を加えることが可能であると述べている（Neumann 1986, p. 255）。 
8 Brown, 1999, p. 415.	  
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第 1 章	 コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 における「恣意的装飾」 
 







ロジェ Estienne Roger が 1710 年に出版した、いわゆるコレッリ＝アムステルダム版（1710
年）である。その表紙には「コレッリ氏が自ら演奏するように書いたアダージョの装飾 
Troisième edition l’on a joint les agréemens des Adagio de cet ouvrage, composez par Mr. A. Corelli 
comme il les joue」とあるが、コレッリ自身の装飾である確証はない10。このアムステルダム
                                                        
9 この曲集《ヴァイオリン・ソナタ Sonate a violin e violone o cimbalo op. 5》は、前半の 6 曲の教会ソナタ
と＜フォリア Follia＞を含む後半 6 曲の室内ソナタから成る全 12 曲のソナタで、1700 年にローマで出版
された。 その後、僅か 8 ヶ月後にロンドンでも出版され、1710 年には前半の教会ソナタの緩徐楽章に
































譜例 1.1 はフランチェスコ・ロニョーニ Francesco Rognoni（1570-1626）の『種々のパッ
セージの森 Selva de varii passaggi』（ミラノ、1620 年）における「ディミニューション的装
























生まれようとしているときであった。すなわち 17 世紀初頭にジュリオ・カッチーニ Giulio 
Caccini（1545-1618）等が、それまでの対位法から「歌詞」を重要視する作曲法へと移行す
るべきだ、と主張した頃である。またカッチーニは装飾法の点でも斬新であった14。それは、




                                                        
12 Francesco Rognoni, Selva di varii passaggi, Milano, 1620, p. 6. 
13 ニューグローブ「インタヴォラトゥーラ」 
14 東川清一『対位法の変動・新音楽の胎動』東京：春秋社、2008 年、142 頁。 
r}
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譜例 1.2	 カッチーニ『新音楽』における装飾の例15 












	 同じく 17 世紀初頭のカステッロ Dario Castello（?-1630）、フレスコバルディ Girolamo 
Frescobaldi（1583-1643）、フォンタナ Giovanni Battista Fontana（1589?-1630）、マリーニ Biagio 
Marini（1694-1663）などのヴァイオリン作品を見ると、カッチーニやモンテヴェルディ
Claudio Giovanni Antonio Monteverdi（1567-1643）らの作品で行われていたような、声楽的な
装飾音型が数多く見られる。（譜例 1.3.1、譜例 1.3.2） 
 
                                                        
15 嶺貞子『イタリアのオペラと歌曲を知る 12 章』東京：東京堂出版、2009 年、151 頁。 
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譜例 1.3.2 比較	 上記の譜例のモデルになる音型17	  










                                                        
16 Giovanni Battista, Fontana. Sonate à 1. 2. 3. per il Violino, o Cornetto, Fagotto, Chitarrone, Violoncino o simile 
altro Istromento. Venezia: Magni, 1641, pp. 6. 




譜例 1.4. ノターリ《カンツォン・パッサジアータ》18 
                                                        
18 三段譜を作成にあたり次の二つの資料を参考にした。 
Notari, Canzon Passaggiata, edited by Nova music, 1981. 
Henson, 2012, p. 123. 
 18 
	 このように見てみると、たとえばカステッロの《ソナタ第 2 番》の<アダージョ Adagio> 
の部分（譜例 1.5）などは、まさにこのパッサジアータの様式で書かれていることがわかる。 
 
譜例 1.5 カステッロ《ヴァイオリン・ソナタ》第 2 番19＜アダージョ＞部分 87 小節~ 
 




	 またイタリアの外でもビーバー Heinrich Ignaz Franz von Biber のように、ディミニューシ
ョン技法の伝統を思わせる装飾で埋め尽くされた華やかなヴァイオリン作品が残っている。
（譜例 1.6） 
                                                        
19 Castello, Edited by Hans-Thomas Müller-Schmidt. 
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たと考えられる。例えば、チーマ Giovanni Paolo Cima（c. 1570-1622）の《教会音楽集 Concerti 
Ecclesiastici》（1610 年、ミラノ）に含まれる《ヴァイオリンとヴィオローネのための二声
のソナタ Sonata à 2 Violino e Violone》のカデンツがその例として挙げられる（譜例 1.7.1）。
具体的な装飾の可能性としては、バスがテーマを弾き始める上でヴァイオリンが a から g へ
向かうカデンツを挙げる。これにディミニューション技法についての教本の一つであるオ




                                                        
20 Heinrich Ignaz Franz von Biber. Sonatae Violino Solo. Salzburg: Thomas Georg Höger, 1681, p. 33. 
 20 
譜例 1.7.1	 チーマ《ヴァイオリン・ソナタ》（ミラノ、1610）21 
 
譜例 1.7.2	 比較	 オルティスによる装飾の例22  
 
 
譜例 1.7.3 比較	 a-g のカデンツにおける具体的な装飾の可能性 




                                                        
21 Giovanni Paolo Cima. Concerti Ecclesiastici. Sonata per il Violino. Milan: Heirs of Simon Tini & Filippo 
Lomazzo, 1610, p. 56. 




















いわゆるトリル（譜例 1.13 の最初の小節など） 












スカータ Cascata」（譜例 1.8）や声の長い回転である「ルンギ・ジーリ・ディ・ヴォーチ 
Lunghi giri di voci24」（譜例 1.9）などの順次進行を主とした線的装飾が見られる。 
                                                        
23 またディミニューションに限らず、作曲においてもこの時代の一般的規則として、主に順次進行を用い







譜例 1.8	 カッチーニ	 「カスカータ」の音型25 
 




ム版（1710 年）においても、重要な役割を果たしている。たとえば、譜例 1.10 のように、
シンプルに 2 度上行する原型（冒頭 g-a）に対して線的な装飾を用いる例や、譜例 1.11 のよ




                                                        
25 嶺、2009 年、151 頁。 
26 Giulio Caccini, Le nuove musiche. Firenze: Giorgio Marescotti, 1602, p. 5. 
PV
 24 
譜例 1.10	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 2 番ト短調27 
	 第 3 楽章＜アダージョ＞より 
 
 
譜例 1.11	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 4 番ニ短調28	  








                                                        
27 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo di Arcangelo Corelli Da Fusignano Opera Quinta Parte 
Prima Troisième Edition ou l’on a joint les agréemens des Adagio de cet ouvrage, composez par Mr. A. Corelli 
comme il les joue. (Amsterdam: Roger, 1710), p. 18. 














・ ・ ・ ・
音符で組み入れられているのも特徴で





	 譜例 1.12a~c のような、とくに長い音階的装飾の末尾に一種の「旋回的音型」が加えられ
た装飾で、コレッリ＝アムステルダム版（1710 年）には特に頻出する音型である。例えば
《ヴァイオリン・ソナタ集》第 1 番の第 3 楽章の＜アダージョ＞では 7 回登場する。（譜例
1.13） 
譜例 1.12a~c	 装飾の末尾に加えられる一種の「旋回的音型」30  
a	 	  	 	 b	 	   	  
c 	 	  
 
  




30 譜例の音型は全てト音記号。Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 
1710) 
 26 












                                                        





























る。これが基となり、ディミニューションは、旋律における 2 度下行や 2 度上行する場所、
すなわちクラウズラ、つまり終止に施されるものであった。譜例 1.14 は、ロニョーニ 
Francesco Rognoni（1570- c.1620）がディミニューション技法の教本『種々のパッセージの森 






譜例 1.14	 ロニョーニ	 終止定型32 
 
                                                        
32 Francesco Rognoni, Selva di varii passaggi. Milano, 1620, p. 18. 
 28 






してソナタ第 2 番の第一楽章、第 3 番の第三楽章、第 4 番第 1 楽章の最後（この場合はす
でに、元の旋律に七度の跳躍が見られるが特徴的な音型として含める）、第 5 番の第三楽章

















                                                        
33 嶺貞子『イタリアのオペラと歌曲を知る 12 章』東京：東京堂出版、2009 年、151 頁。 
34 譜例の音型は全てト音記号。 
35 いわゆる「倚音」という概念としてよりも、不協和音程
・ ・ ・ ・ ・
の響きとしてコレッリは考えていたであろうと
推測するが（本文参照）、ここではバロック時代に一般的な「倚音」という言葉を便宜上用いる。 




・ ・ ・ ・ ・
で始める斬新なものがある。（譜例 1.17a）
また、後に「小さな音符」で書かれ、いわゆる倚音と呼ばれる不協和音程が譜例 1.17b-~d の
ように見られる。16 世紀の最も重要な理論家であったザルリーノ Gioseffo Zarlino（1517-
1590）や 17 世紀のチェローネ Pietro Cerone（1566-1625）やベラルディ Angelo Berardi（1639-















譜例 1.17(a)	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 2 番 in B「倚音」による開始39 
 
                                                        
37 Zarlino, Gioseffo. Le istitutioni harmoniche. Venezia: 1558. p. 203. 日本語訳は、東川、2008 年、『対位法の
変動・新音楽の胎動』52 頁を参照。 
38 跳躍進行の際に使っても良いのは、協和音程だけである。 
39 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 12. 
 30 
譜例 1.17(b), (c) , (d)	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 5 番 第一楽章	 in g  
 
 















譜例 1.18	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 6 番41	 15 小節目 




                                                        
40 分散和音など。 




















分割の基準にあるのは、例えば譜例 1.13 の 18 小節目や 27 小節目を見ると明らかである。
後者を例にすると基の旋律は g から a へと四分音符で進んでいるが、装飾の基準となる単
位はここでは二分音符となっている。この結果、「幅広い」装飾である印象を聴き手に与え
るのが特徴である。この他に分割の基準となる音価を広く感じさせる点は、記譜上において

































                                                        
43 しかし一つの線的音型に対し大体一回ほどである。 
 34 










	 コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 の現存する筆写譜や出版譜に関しては、ハ
ンス・ヨアヒム・マルクス Hans Joachim Marx によって 1980 年にカタログでまとめられて
いる44。そして 1996 年には、ザスロー Neal Zaslaw が論文 Ornaments for Corelli’s Violin 






	 以下の表 1.19 は、コレッリの作品 5 に於ける装飾が加えられて出版された資料と現存す




Christopher Pez (1664-1716) Sonata III in C, IV in F 
Lute French Lute tablature (1712)（追跡不可）  
                                                        
44 Marx, 1980. 
45 ハリー・ジョンストン Harry Johnstone によって新たに発見された。 
46 ザスローによれば、その理由は、楽譜の印刷技術によるものと、貿易や文化の中心がヨーロッパの北に
移行していったため、そしてヨーロッパの交通の便の良さであるとみている。（Zaslaw 1996, p.104.） 
47 Zaslaw 1996, p. 95-116. 
48 アスタリスクのマーク*は地名、図書館名などを示す。 
 35 
Matthew Dubourg (1703-67) 手稿譜 
Johan Helmich Roman (1694-1758) Sonata II in F, IV in F, V in g, VI in A, X in F, XI in E 
Walsh edition anonymous (c.1720)	 鍵盤ソロ 
Francesco Geminiani (1687-1762) Sonata IX in A49 
Michael Christian Festing (1705-1752) Sonata V in g, VII in d, VIII in e, IX in A 
Giuseppe Tartini (1692-1770) Sonata I in D, VII in D, XIII in e, IX in A 
Tenbury* 鍵盤楽器ソロのため	 おそらく 18 世紀中頃の資料 
Cambridge* (c.1730-1740) 
Manchester* (c.1750) 
Francesco Galeazzi (1758-1819) Sonata III in C Adagio （一楽章のみ） 
Eastman* Jean-Baptiste Cartier's L'art du violon (Paris, c.1803) に含まれる 
BL38188 British Library (1740s.)  
Martin Madan (London, c.1711)  
Anna Sophia Gipen (London, 1740)  
Francesco Maria Veracini (1690-1768) による Dissertazioni sopra l’Opera Quinta del Corelli50 
（２）ペッツにおける「恣意的装飾」の特徴 
 
	 ペッツ Christopher Petz（1664-1716）による装飾が含まれたソナタ集51は 1707 年に出版さ
れた。これは、コレッリ＝アムステルダム版（1710 年）が出版される 3 年も前のことであ
った。この曲集はフルートのために書かれており、ガレアッツィやルーマン等と比べれば全
体的に音の数も少なく、非和声音の使い方も単純なものが多いといえる。ここで見られるの




                                                        
49 この他に、ジェミニアーニはコンチェルト・グロッソへアレンジしている。 
50 ザスローの図には挙げられていなかった。 
51 原文タイトル：A second collection of Sonatas for two flutes and bass to which is added some excellent solo’s 
out of the first part of Corelli’s fifth opera; Artfully transpos’d and fitted to a flute and a bass yet Continu’d in the 
same Key they were Compos’d in (London: Walsh & Hare, 1707).  
 36 



















                                                        
52 Zaslaw 1996, p. 106. 
53 Zaslaw 1996, p. 99. 
54 コレッリ＝アムステルダム版（1710 年）にはロンバルディア風リズムは殆ど用いられていない。 
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譜例 1.21 マンチェスター資料によるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 9 番55
＜アダージョ＞より冒頭 
 
                                                        
55 譜例は以下から引用。Zaslaw 1996, p. 99. 









ir I N I I I Dubourg 
ir 
Manchester Anon. I 
Manchester Anon. II 
Corelli 1700 
Walsh Anon. bass 
for op.5 by his Dublin colleague, the violinist 
William Viner.' Geminiani and Galeazzi apparently 
both ornamented much of op.5, but from the former 
we have only one sonata, and from the latter only 
one movement. 
Ex.i contains a movement from one of the sonate 
da camera of op.5 for which a number of orna- 
mented versions survive. Even a superficial examina- 
tion of these ornaments reveals a wide range of ap- 
proaches. Some of the ornamenters worked in such 
a way that the principal notes of Corelli's melody 
are still readily perceptible, no matter how many 
fast, light notes may intervene; other ornamenters 
have nearly smothered Corelli's melodies, although 
the structural notes can usually still be spotted. 
These different philosophies of ornamentation may 
have arisen from the personal tastes of given orna- 
menters, from considerations of a given performer's 
technique, or from the nature of the occasions for 
which the ornaments were set down on paper. But 
there is also another factor at work here: generally 
speaking, as the 18th century progressed, the notated 
ornaments for op.5 grew denser. This chronological 
development of ever denser ornamentation can 
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56 Corelli, Arcangelo. Sonate a Violino e Violone o Cimbalo di Arcangelo Corelli Da Fusignano Opera Quinta Parte 
Prima Troisième Edition ou l’on a joint les agréemens des Adagio de cet ouvrage, composez par Mr. A. Corelli 














	 ジェミニアーニ Francesco Geminiani（1687-1762）による恣意的装飾が加えられた第 9 番
のソナタ Neuvième sonate agrémentée par Geminiani は 1776 年に出版された57ジョン・ホーキ

















                                                        
57 1716 から 25 年までのジェミニアーニについてはほとんど何も知られておらず、ジェミニアーニがこの
コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ》作品 5 の 9 番に装飾を加えたのはおそらくこの頃であると見られて
いる。 
58 Hawkins, John. A general History of the Science and Practice of Music. (London: T. Payne, 1776), vol. 5 p. 396. 
 40 
譜例 1.23.1	 ジェミニアーニによるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 9 番59 
＜ラルゴ＞ 
 
                                                        
59 Hawkins, John. A general History of the Science and Practice of Music. (London: T. Payne, 1776), vol. 5 p. 396. 
























                                                        
60 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 49. 
61コレッリ＝アムステルダム版（1710 年）で加えた装飾は緩徐楽章においてのみであったが、これ対して
ジェミニアーニは急速な楽章にも装飾を加えることがあった。 
62 Hawkins, John. A general History of the Science and Practice of Music. (London: T. Payne, 1776), vol. 5 pp. 396. 
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譜例 1.24.2	 比較  

















	 コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 をもとにしたヴェラチーニ Francesco Maria 
Veracini（1690-1768）の譜例集は全 12 曲から成り、《コレッリの作品 5 に基づくヴェラチ




                                                        
63 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 50. 
64 Fromageot 1999, p. 9. 序文によれば、1722 年頃に書かれたと推定されている。 
65 ボローニャの Biblioteca Comunale に所蔵されている。Kolneder, c. 1961. 
 43 
にまで及ぶという点から66、先行研究ではこの曲集をいわゆる「恣意的装飾」と異なるもの















                                                        
66 通常「恣意的装飾」はソプラノ声部にのみ加えられる。 
67 Veracini/Kolneder, c. 1961. 
68 フュゾー社 Facsimilé Jean-Marc Fuzeau が出版するコレッリの《ヴァイオリン・ソナタ》作品 5 における
序文を記している。 
69 Fromageot 1999, p. 12. 序文参照。 
70 Veracini/ Fromageot, 1999, p. 12. 譜例は上述のフュゾーの手稿譜による。また、Veracini/Kolneder, c. 
1961. また全楽章を含む Schott の楽譜も参照。 
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譜例 1.25.2 比較	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 3 番72 












                                                        
71 Arcangelo Corelli. Sonate a Violino e Violone o Cimbalo di Arcangelo Corelli Da Fusignano Opera Quinta Parte 
Prima Troisième Edition ou l’on a joint les agréemens des Adagio de cet ouvrage, composez par Mr. A. Corelli 
comme il les joue. Amsterdam: Roger, 1710; ed. facs. a cura di Marcello Castellani, Firenze, SPES 1979. 




譜例 1.26.1	 ヴェラチーニ《ディセルタツィオーニ》III ＜アレグロ＞4/4  
 
 
譜例 1.26.2 比較	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 3 番73 
＜アレグロ＞4/4  原曲 
 
 




                                                        
73 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 38. 
74 Arcangelo Corelli. Sonate a Violino e Violone o Cimbalo di Arcangelo Corelli Da Fusignano Opera Quinta Parte 
Prima Troisième Edition ou l’on a joint les agréemens des Adagio de cet ouvrage, composez par Mr. A. Corelli 
comme il les joue. Amsterdam: Roger, 1710; ed. facs. a cura di Marcello Castellani, Firenze, SPES 1979. 
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	 タルティーニ Giuseppe Tartini（1692-1770）がコレッリの作品 5 に加えたと伝えられる「恣





みられる（譜例 1.28）。例えば、コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ集》第 4 番の冒頭で三

















                                                        
76 Zaslaw 1996, p. 99. 
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77 Ibid., p. 100. 
78 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 32. 









ir I N I I I Dubourg 
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Manchester Anon. I 
Manchester Anon. II 
Corelli 1700 
Walsh Anon. bass 
for op.5 by his Dublin colleague, the violinist 
William Viner.' Geminiani and Galeazzi apparently 
both ornamented much of op.5, but from the former 
we have only one sonata, and from the latter only 
one movement. 
Ex.i contains a movement from one of the sonate 
da camera of op.5 for which a number of orna- 
mented versions survive. Even a superficial examina- 
tion of these ornaments reveals a wide range of ap- 
proaches. Some of the ornamenters worked in such 
a way that the principal notes of Corelli's melody 
are still readily perceptible, no matter how many 
fast, light notes may intervene; other ornamenters 
have nearly smothered Corelli's melodies, although 
the structural notes can usually still be spotted. 
These different philosophies of ornamentation may 
have arisen from the personal tastes of given orna- 
menters, from considerations of a given performer's 
technique, or from the nature of the occasions for 
which the ornaments were set down on paper. But 
there is also another factor at work here: generally 
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ornaments for op.5 grew denser. This chronological 
development of ever denser ornamentation can 
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fast, light notes may intervene; other ornamenters 
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the structural notes can usually still be spotted. 
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have arisen from the personal tastes of given orna- 
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	 ルーマン Johan Helmich Roman（1694-1758）はストックホルムに生まれたスウェーデンの












	 コレッリの《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 に加えたルーマンの「恣意的装飾」の特徴
として、一つの音符に装飾された音の数が極めて多いことは明らかである。また、ジェミニ
アーニと同様に実音ではなく「小さな音符」による装飾も含まれるという点が挙げられる。
                                                        
79 Ibid., p. 22. 
80 ニューグローブ「ルーマン」参照。 
81 Zaslaw 1996, p. 99. 














譜例 1.31.1	 ルーマンによるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 4 番83 
＜アダージョ＞ 
                                                        
83 Johan Helmich Roman, Violin Sonata, Manuscript, n.d. IAC 28. 




















譜例 1.31.3	 ルーマンによるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 4 番 
＜アダージョ＞	 手稿譜を直したもの 
 
                                                        
84 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 21. 
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るために、記号（ア）から（コ）を譜例 1.31.3 に記した。 
 
（ア）小さな音符＋旋回的音型＋和音構成音への跳躍＋経過音 






（ク）スケール＋和音構成音への跳躍、第 7 音付加 
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	 フェスティング Michael Christian Festing（1705-1752）装飾の資料はハリー・ダイアック・






















	 ガレアッツィ Francesco Galeazzi（1758-1819）はヴァイオリン演奏の中心地であったトリ
ノで研修を積み、その後ローマでヴァイオリン教師、作曲家、ヴァッレ劇場（ローマ）の音
楽監督として活動した。コレッリの作品 5 に加えた「恣意的装飾」の例は、ガレアッツィの
理論書『音楽の理論と実践の基本 Elementi teorico-pratici di musica』（ローマ、1791、1796 年
頃）における第 2 部の巻末に載せられている87。（譜例 1.33）そこでは、初級者用と上級者
                                                        
86 Johnstone 1996, p. 626-633. 
87 ガレアッツィの教本においては「恣意的装飾」の方法について詳しく述べられている。その内容とより
詳しいガレアッツィの考察は第 3 章で行い、巻末 40 頁の筆者日本語訳を参照されたい。ここではコレッ
リ《ヴァイオリン・ソナタ》に加えられたガレアッツィの装飾にのみ焦点を当てる。 
Ex.1 Corelli, Sonata, op.5 no.8, i, together with Festing's decorations 









7 6 4 #3 [6] [6] 6 
6I P F I 
98 7 6 6 4 3 4 9 6 7 6 6 5 
playing version of the initial Preludio of Corelli's 
op.5 no.8 that the first Festing section of the manu- 
script opens (f.16v, see ex.i). Tacked on at the end is 
a slightly titivated version of the last four bars of the 
following Allemanda. The Festing version of the 
Sarabanda too (f.17) sticks quite closely to the 
melodic outlines of the original, though here, as in 
most of these other gracings, the penultimate bar is 
rhythmically expanded (and marked 'Ad Libitum') 
to incorporate a more or less extended cadential 
flourish (see ex.2). One small but nonetheless inter- 
esting detail is the figure '2' placed over the first beat 
of bar 5 and designed not just to avoid the open e" 
string, but rather (I suggest) to indicate a cha ge of 
position which, if maintained over the next four 
bars, will obviously ease the performance of the trills 
on a' in bars 6 and 7.15 
Not surprisingly, perhaps, the Festing version of 
Corelli's op.5 no.9 (ff.28v-29) is very similar to that 
of Geminiani as published in Hawkins's General 
History of the Science and Practice of Music (1776).'6 
But whereas Geminiani decorates the whole of 
movements 2 and 4, Festing's embellishments of 
these same two movements clearly apply only to the 
return of the main theme which follows the struc- 
tural cadence in the mediant minor midway 
through the second half. (Both movements are in 
'closed' or 'rounded' binary form.) Here, in the lat- 
ter part of the concluding 'Tempo di Gavotta' (bars 
35-54), Festing is quite independent of Geminiani 
(as to a lesser extent he also is in movement 1) (see 
ex.3).'7 His decoration of the Sarabanda of op.5 no.7 
(f.29v), like that of op.5 no.8, adheres quite closely 
to the melodic outlines of the original.'" Rather 
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品 5 の第 3 番第三楽章＜アダージョ＞に加えた 2 通りのディミニューションを示している
88。譜例の下の段は初心者用に、上段はヴァイオリンをより専門とする人のために書かれて
いる。（譜例 1.33）上段にあるディミニューション II と下段にあるディミニューションの I




                                                        
88 ガレアッツィは、装飾のことを「ディミヌツィオーネ Diminuzione」という言葉を用いている。譜例
1.33 の左上に書かれているのは、上から順に Diminuzione II、Diminuzione I、Original di A. Corelli とある。 
 58 
譜例 1.33. ガレアッツィによるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 3 番89 











                                                        








































第 2 章	 18 世紀・啓蒙主義時代の教本における「恣意的装飾」の記述 
 





の F. クープラン François Couperin（1668-1733）における《コレッリ賛 L'Apothéose de Corelli》
（1724）においても、コレッリに敬意を表しトリオ・ソナタをフランスに導入する形で見ら
れ、イタリア様式とフランス様式の良い部分を結合させて自分の音楽に取り入れようと試





	 第 1 節	 装飾における「混合様式」 
 
	 クヴァンツは当時から大きな影響力を持っていた『フルート奏法』（1752 年）の中で、
装飾の種類を二つに分け「恣意的装飾 Willkührlichen Veränderuen」と「本質的装飾 
Wesentliche Manieren」と呼んでいる。クヴァンツは、さらにこれらの「恣意的」「本質的」
装飾91を「イタリア的」「フランス的」装飾と捉え、それぞれの旋律と装飾についての趣向
                                                        
90 クヴァンツはフルートの他にオーボエやヴァイオリン奏者（トレッリに師事）としての記録もある。




91 第 1 節で主に扱う「恣意的装飾」について、クヴァンツは一章を費やして書いている。もう一方の「本
質的装飾」は、主に「前打音」や「トリル」を指し、クヴァンツはこれらを特に必要不可欠なものである

























                                                        
92 この時代に影響力のあった教本のなかで「フランスの装飾」「イタリアの装飾」という分け方をしてそ
の違いを論じている一番詳しいものがクヴァンツの『フルート奏法 Versuch einer Anweisu die Flöte 





川、2017 年、187 頁。（15 章 4） 
















	 このクヴァンツの考えは、そもそもドイツのピゼンデル Johaneorg Pisendel（1687-1755）、
に端を発し98、テレマン Georg Philipp Telemann（1681-1767）、バッハ Carl Philipp Emanuel 
Bach（1714-88）等も同じ傾向であった。例えば、C. P. E. バッハの『正しいクラヴィーア奏




                                                        
95 クヴァンツは、イタリアやフランスの装飾のスタイルというものをどうやって手に入れたのであろう
か。それは、1716 年からクヴァンツがいたドレスデンに多くの外国人音楽家が訪れていたこと、またク






96 クヴァンツ/荒川、2017 年、107 頁。（8 章 18） 
97 クヴァンツ/荒川、2017 年、403 頁。（18 章 87） 

















譜例 2.1	 『フルート奏法』装飾音型表100 
 
                                                        
99 C. P. E. バッハ/東川 2000 年、86 頁。 
100 Johann Joachim Quantz, Versuch einer Anweisu die Flöte traversiere zu spielen. (Berlin: Johann Friedrich Voß, 
1752), p. 11.  
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譜例 2.2	 ＜アダージョ＞クヴァンツ自身によって装飾が加えられた例101 
 





                                                        
101 Johann Joachim Quantz, Versuch einer Anweisu die Flöte traversiere zu spielen. (Berlin: Johann Friedrich Voß, 















第２節	 18 世紀のヴァイオリン教本103における「恣意的装飾」の記録 
 
（１）テレマン『ソナテ・メトディケ Sonate Metodiche』（1728）の装飾の特徴	  
 
	 テレマン Georg Philipp Telemann（1681-1767）104による『ソナテ・メトディケ』は 1728 年
にハンブルクで出版され、その 4 年後の 1732 年に続編が同地で出版された。前者の 1728 年
版はヴァイオリンがメインで「Sonate Metodiche à Violino solo ò Flauto traverso」、後者はフ





























（２）G. タルティーニ『装飾の手引き Traité des Agréments de la Musique』（1727 年頃〜
/パリ、1771 年） 
 
	 名ヴァイオリニストであったタルティーニ Giuseppe Tartini（1692-1770）107の装飾に関す
る教えは、2 つの手稿譜（イタリア語、未出版）と、1771 年にパリで出版されたフランス語
                                                        
105 原語は「引きずる、レガート」の意。C. P. E. バッハの『クラヴィーア奏法』でも説明されており、曲
に滑らかさをもたらす。一方でテレマンには、クヴァンツが用いていたような上下の不協和音程を使い、
情動的な印象を与える「アンシュラーク」は殆ど現れない。 
106 Georg Philipp Telemann, Sonate Metodiche à Violino solo ò Flauto traverso, (Hamburgo: Georg Philipp 














版『装飾の手引き Traité des Agréments de la Musique』のかたちで現在残っている。これらは、
タルティーニが 1727-28 年頃にパドヴァに設立したヴァイオリンのための「塾 Scuole delle 
Nazioni」での教えをまとめたものである108。イタリア語版はタルティーニが持っていたと
考えられるオリジナルを生徒が書き写したか、その教えを書き留めたものである。二つある
イタリア語の手稿譜の一つである『タルティーニ氏による、良い演奏のための教本 Libro de 
regle Essempi neccessari per ben suonare Dar Sigr. Giuseppe Tartini』は、執筆者不明で、おそら
く弟子のうちの一人によるものである。そしてもう一方のイタリア語の手稿譜には、彼の弟
子である「ニコライ Giovanni Francesca Nicolai によって書き写された」と記されている。そ
のタイトルには『演奏におけるあらゆることを理解し、真の基礎を持って、素晴らしいヴァ
イオリンの演奏に到達するための音楽を学ぶすべての声楽家、あるいは器楽奏者に高名な
タルティーニから規則が与えられた Regole per arrivare a saper ben suonar il Violino, col vero 
fondamento di saper sicuramente tutto quello, che si fa; buono ancora a tutti quelli, ch’esercitano la 
Musica siano Cantanti, o Suonatori date in luce dal celebre Sig.r Giuseppe Tartini per uso di chi avrà 





していたピエール・ラ・ウーセ Pierre La Houssaye がパリに持ち帰った手稿譜をマンドリン
教師のピエトロ・デニス Pietro Denis が訳し、パリで 1771 年に出版されたものである。 
	 イタリア語版の成立時期はこのフランス語版の出版よりもずっと前と考えられている。
その理由はレオポルト・モーツァルト Leopold Mozart（1710-87）が『ヴァイオリン奏法 
Versuch einer Gründlichen Violinschule.』（アウクスブルク、1756）の中で、このタルティー
ニの記述を自由に取り入れていることから109、この教本が何らかの形で伝わったのは少な
くとも 1756 年以前と考えられるからである。『装飾の手引き』では、装飾を行う場所や方













譜例 2.4 タルティーニ『装飾の手引き』より111 
「カンティレーナ」で書かれた旋律（上段）と装飾が加えられたもの（中段） 
 
                                                        
110 タルティーニにおける「三度のクレ」や倚音の奏法については巻末附録で詳しくみる。ここでは、演
奏者がより自由な音を使うことができる「恣意的装飾」を取り上げる。 








	 一方、カデンツで行う装飾を「自然カデンツ Cadences naturelles」、そしてオルガン・ポイ
ント上での装飾を「技巧カデンツ Cadences artificielles」もしくは「ポワン・ドルグ Point d’ 
Orgue」と呼んでいる。前者の自然カデンツはドミナント（V）の前に入れる装飾として、以
下の譜例 2.5 のように示されている。 
 








                                                        








	 続いて譜例 2.6 では、バスが八分音符の単位で動く際に加えられる「恣意的装飾」の例が
見られる。 
 
譜例 2.6	 タルティーニによる装飾114 
 
	 タルティーニにおける装飾の特徴として、後のヴォルドマール（第 4 章 101 頁参照）やテ
ュルク115等と同様に、クロマティックの使用が目立つことを挙げなければならない。しかし
タルティーニの場合のクロマティックは長い音階ではなく、短く挿入的である。またタルテ
ィーニの場合は 64 分音符等の細かいリズムによる装飾も目立ち、付点が一拍の内に 2 回続
いたりシンコペーションと組み合わされたりする点がコレッリ＝アムステルダム版（1710






                                                        
114 Tartini /Jacobi, 1961, p. 112. 
115 『クラヴィーア奏法』恣意的装飾の譜例＜アダージョ・アッサイ＞より。テュルク/東川、2000 年、
376 頁。 





















（３）ジェミニアーニ Francesco Geminiani（1687-1762） 
『ヴァイオリン奏法』（1751 年） 
《ヴァイオリン・ソナタ 》作品 1（1716 年、改訂版 1739 年） 
 







指し、特にヴィブラート121については「これらはできるだけ頻繁に使われるべきである  it 
should be made use of as often as possible」と述べている。ジェミニアーニはこれら全てを「装









るように、私は次の 14 の装飾法を学び、練習することをすすめる122。 
 
                                                        
117 ジェミニアーニは、ミラノでカルロ・アンブロージョ・ロナーティ、そしてローマではコレッリと A. 
スカルラッティに師事した。特にコレッリに最も強い影響を受けた。1714 年にジェミニアーニはロンド
ンへと渡り成功を収めた。彼の弟子にはイギリスのヴィルトゥオーゾであるマシュー・デュボルグ
（1703-1767）、マイケル・フェスティング Michael Festing（1705-1752）などがいる。 
118 ニューグローブ「ジェミニアーニ」 
119 ジェミニアーニがパリに時折滞在していたと考えられるのは、1749 から 1755 年頃と言われている。 
120 ドイツ語訳では楽器の持ち方に関して変更が加えられている。 
121 ジェミニアーニはクローズ・シェイク close shake と呼んでいる。 









れは 1739 年に、自身が 1716 年に出版した《12 のヴァイオリン・ソナタ 12 Sonate a Violino, Violone, 
e Cembalo, dedicate Al [sic] Illustrissimo et Excellentissimo Signore Il Sig:r BARONE DI 
KILMANS’EGGE Cavallerizzo Maggiore e Ciamberlano Di sua Maestà Britanica [sic] e Elettore di 
Brunswick e Lunebourg Da Francesco Geminiani Opera Prima A Amsterdam Chez Jeanne Roger》作品 1
の＜アダージョ＞（譜例 2.9.1）に装飾と指使い、そしてニュアンスやアーティキュレーション








                                                        
123 NG2 “Geminiani” 
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譜例 2.8 ジェミニアーニ『ヴァイオリン奏法』（1751）装飾音表124 
 
 
1.シンプルなトリル Trillo semplice 
2.ターン付きトリル Trillo compo 
3.上からのアポジャトゥーラ Appoggiatura superior 
4.下からのアポジャトゥーラ Appoggiatura inferior 
5.音の持続 Trattenuto sopra la Nota 
6.スタッカート Staccato 
7.と 8. 音の増加と減衰 Agumento e diminuzione di suono 
9.ピアノ piano 




14 クローズ・シェイク Tremolo  
 
 
                                                        
124 Geminiani, 1751, p. 26. 
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譜例 2.9.1	 ジェミニアーニ《ヴァイオリン・ソナタ》作品 1（1716 年版）125	  
30 小節目からの「アダージョ」における比較 
  
                                                        
125 Francesco Geminiani, 12 Sonate a Violino, Violone, e Cembalo, dedicate Al [sic] Illustrissimo et Excellentissimo 
Signore Il Sig:r BARONE DI KILMANS’EGGE Cavallerizzo Maggiore e Ciamberlano Di sua Maestà Britanica [sic] 





譜例 2.9.2 ジェミニアーニ《ヴァイオリン・ソナタ》作品 1（1739 年改訂版）126 
 
                                                        
126 Francesco Geminiani, 12 Sonate a Violino, Violone, e Cembalo, dedicate Al [sic] Illustrissimo et Excellentissimo 
Signore Il Sig:r BARONE DI KILMANS’EGGE Cavallerizzo Maggiore e Ciamberlano Di sua Maestà Britanica [sic] 















「リバットゥータ130 Ribattuta」（譜例 2.10.1a, b）、「グロッポ131 Groppo」（譜例 2.11.1）、







                                                        
127 L. モーツァルトの『ヴァイオリン教本』はタルティーニによるマントヴァの資料に基づくといわれて
いる。Tartini, Giuseppe. Tartini Concerti. Ensemble415. Harmonia mundi. HMC901548 (CD), p.12, Released 
1995. 






134 L. モーツァルト/久保田、2017 年、239~243 頁。 
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譜例 2.11.1  L. モーツァルトによるグロッポ137 
 
 
譜例 2.11.2	 （比較）カッチーニのグロッポ 
 






譜例 2.12	  L.モーツァルトによるツィルケル138 
 
 
譜例 2.13 L.モーツァルトによるティラータ139 
 


















るが、唯一違う視点で書かれたものとして、譜例 2.14 の a と b（冒頭の「前打音」a と 2 小




譜例 2.14 a と b140 
 
                                                        





譜例 2.15	 記号で記した場合 c と d との比較	  
 
 
②コレッリとクヴァンツのイディオムの変換を通して浮かび上がる 2 つの様式 
 
次に、②コレッリ＝アムステルダム版（1710 年）の装飾音型とクヴァンツの装飾音型のイ
ディオムを交換して実験してみる。例えばクヴァンツの《ソナタ Solos for a German Flute a 






































                                                        
141 Solos for a German Flute a Hoboy or Violin with a thorough Baßs for the Harpsichord or Bass Violin. Walsh 









のしていることもわかっていない。（L. Mozart/久保田、2018、246 頁。） 
 
また L.モーツァルトは、「恣意的装飾」を独奏の時
・ ・ ・ ・
にだけ使うことを勧めており、とりわけ同じパッセー













コレッリ＝アムステルダム版（1720 年）風の装飾を加えるとしたら譜例 2.19.3 のような装
飾が挙げられるだろう。筆者が加えた譜例 2.19.3 の装飾は、コレッリ＝アムステルダム版





                                                        
いる。この記述から、ドイツでは既に装飾が記譜されている曲と、演奏者が加えるべき曲というのがあっ




譜例 2.17	 二段目を参照143 
 
譜例 2.18	 『ソナテ・メトディケ』第 3 番ホ短調＜グラーヴェ＞144 
 
                                                        
143 Arcaelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 12. 
144 Georg Philipp Telemann, Sonate Metodiche à Violino solo ò Flauto traverso, Hamburgo: Georg Philipp 
Telemann 1728. p. 6 
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譜例 2.19.1	 『ソナテ・メトディケ』第 4 番＜アンダンテ＞145 
 
 
譜例 2.19.2『ソナテ・メトディケ』第 4 番＜アンダンテ＞ 
上段が骨格、中段がテレマンによる装飾が加えられていない元の旋律 
 
                                                        
145 Georg Philipp Telemann, Sonate Metodiche à Violino solo ò Flauto traverso, Hamburgo: Georg Philipp 
Telemann 1728. p. 18. 
18. SoM.A f.A4:"bL 
• 










ィ Giovanni Battista Spadi: Passagi ascendenti, et descendenti (Venezia, 1609, 1624)、オルティス
Diego Ortiz: Trattado de Glosas (Roma, 1553)、バッサーノ Giovanni Bassano: Ricercate, passage 





                                                        
146 Johann Joachim Quantz, Versuch einer Anweisu die Flöte traversiere zu spielen. (Berlin: Johann Friedrich Voß, 











































                                                        
148 上記の譜例 2.17 におけるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 2 番参照。 
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第 3 章	 18 世紀後半における「恣意的装飾」の変化 
  












（１）ズッカーリ『アダージョの正しい奏法』（ロンドン、1760 年）  
 
	 ズッカーリ Carlo Zuccari（1704-92）149によって書かれた『アダージョの正しい奏法 The 
true Method of playing an Adagio』（ロンドン、1760 年）は、12 の＜アダージョ＞による譜例
から成る。この譜例集は、「恣意的装飾」の演奏方法を示す書物として、ヴァイオリンの学
習者を対象に Adapted for those who study the violin 書かれている150。表紙には、「まず飾り














のない 12 の旋律とバス声部、そして装飾151がそれらに全て書き込まれたもの Made Easy by 
twelve Examples First. in a plain Manner with a Baßs Then with all their Graces」とある。（図 3.1） 
 
図 3.1	 ズッカーリ『アダージョの正しい奏法』（ロンドン、1760 年）表紙152 
 
 






                                                        
151 ここでは装飾という言葉に “grace”という単語が使われている。 
152 Carlo Zuccari, The true Method of Playing an Adagio made easy by twelve examples adapted for those who study 
the violin. London: Bremner, ca. 1762. 
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譜例 3.3.1	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5-1 




                                                        
153 Ibid. p. 1. 














譜例 3.4 ズッカーリ＜アダージョ VII＞ 2/2 in e155 




                                                        












譜例 3.6  ズッカーリ＜アダージョ VIII＞ 3/4 in Es リズムのある音型の例157	  
38 小節〜（終わりから 2 小節目） 
 
  
                                                        
156 Arcangelo Corelli, Sonate a Violino e Violone o Cimbalo, (Amsterdam: Roger, 1710), p. 13. 
157 Carlo Zuccari, The true Method of Playing an Adagio made easy by twelve examples adapted for those who study 
the violin. London: Bremner, ca. 1762. P.8 
	)
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譜例 3.7	 ズッカーリ＜アダージョ I＞	 4/4 in D 跳躍進行する音型の例（14 小節目）158 
 
                                                        
158 Carlo Zuccari, The true Method of Playing an Adagio made easy by twelve examples adapted for those who study 
the violin. London: Bremner, ca. 1762. p. 1 
	
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（２）ベンダ《33 のソナタ》（1780 年頃） 






これはおそらく弟161たちと息子162たち、そして L. A. アーベル、J. A. ボーディヌス、J. W. 







が混在している。例えば譜例 3.8.1 では、1 段目が装飾を加えられていない元の旋律であり、
2 段目、3 段目は装飾が加えられた形である。この譜例 3.8.1 を見ても分かるように、資料全
体を通して、表の拍、また重要な拍において基の旋律音から始めるという原則が守られてい
ることが多い。 
                                                        








161 ヨハン・ゲオルグ・ベンダ Johann Georg Benda（1713-1752）、ゲオルグ・アントン・ベンダ Georg 
Anton Benda（1722-1759） 
162 フリードリヒ・ベンダ Friedrich Benda（1745-1814）、カール・ベンダ Karl Benda（1748-1836） 



















                                                        
164 コレッリの場合には七度下行が多い。 
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譜例 3.8.1  ベンダ《ソナタ第 1 番》＜アダージョ・ウン・ポコ・アンダンテ＞165 
 
 
                                                        





譜例 3.8.2	 ベンダ《ソナタ第 1 番》＜アダージョ・ウン・ポコ・アンダンテ＞166 
22 小節~続き 
 
                                                        













譜例 3.10	 ベンダ《ソナタ第 15 番》イ短調 ＜プレスト＞167 










                                                        














	 フランチェスコ・ガレアッツィ Francesco Galeazzi（1758-1819）168の理論書『音楽の理論














                                                        
168 ガレアッツィ Francesco Galeazzi（1758-1819）はイタリアの音楽理論家、ヴァイオリニスト、作曲家で





169 現存する作品は少なく、二重奏曲数曲とトリオ 6 曲の他、ヴァイオリン独奏曲 1 曲、ヴァイオリン協
































                                                        
175 Galeazzi/Harwood, 1791, p. 148. （英訳版序文「ヴァイオリンを演奏するための教え方、学び方につい
て」） 
176 NG2 “Galeazzi” edited by Bathia Churgin. 
177 NG2 “Galeazzi” edited by Bathia Churgin. 
178 Elementi teorico-pratici di musica con un saggio sopra l'arte di suonare il violino analizzata, ed a dimostrabili 
principi ridotta, i (Rome, 1791, enlarged 2/1817), annotated Eng. trans. and study, A. Franscarelli (DMA diss., U. of 
Rochester, 1968); ii (Rome, 1796), annotated Eng. trans. of and commentary on pt 4, section 2, G.W. Harwood 








・ソーミス Giovanni Battista Somis (1686-1763) 
トリノで生まれ同地で没する。ヴァイオリニスト、作曲家。コレッリに師事する。ルクレー
ルやプニャーニを教えた。 

















                                                        
179 同時代に活躍したイタリアのヴァイオリニストとしては以下を参照。 
P. Locatelli (1695-1764) ベルガモ出身→トリノから東。アムステルダム没。 
N. Paganini (1782-1840)	 Genoa 生まれ→トリノから少し南東。ニース没。 
C. Tessarini (1690-1766)	 Rimini 生まれ、アムステルダム没。 
C. Zuccari  





















の刺繍音などは用いられていない。例えば、譜例 3.12 のディミュニツィオーネ II の 22 小節
目の 2 拍目から 3 拍目にかけて、これは a の音を中心としたターンであるが、その中に 
a-gis-g-f というクロマティック進行が聞こえて美しい。 
 





                                                        
180 ガレアッツィの教本では diminuzione とありディミニューションと同じものを指すが、和訳においては
元の語を反映させた。 
181 Francesco Galeazzi. Elementi Teorico-Pratici di Musica con un saggio sopra l’arte di suonare il violino 
analizzata, ed a dimostrabili principi ridotta, opera utilissima a chiunque vuol applicare con profitto alla musica, e 
specialmente a’ principianti, dilettanti, e professori di violino. vol. I, (Roma: Pilucchi Cracas, 1791; vol. II, 1796; vol 
























この休符は譜例 3.12-e にも見られる。 
 
	 ガレアッツィの装飾音型には譜例 3.12-f のように二音間を結ぶ線的装飾が非常に多く、
この点はコレッリ＝アムステルダム版（1710 年）の装飾と共通する。しかし、ガレアッツ
                                                        
182 訳については巻末附録の 45 頁参照。 





















                                                        












ュレーションによる変化である。このアーティキュレーションの変化は、譜例 3.12-j の 15
小節目や 37 小節目に見られるように、付点によるリズムの変化によっても引き起こされて
いる。 
	 コレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 3 番の第 3 楽章<アダージョ>における装




譜例 3.12.1	 ガレアッツィによるコレッリ《ヴァイオリン・ソナタ集》作品 5 第 3 番 
第 3 楽章<アダージョ>イ短調「恣意的装飾」の例185 
 
 
                                                        























































































第 2 節 新しいスタイルの芽生え 
 


























                                                        
186 Couperin, Paris: Chez l'Auteur, 1722.   







章の第 1 節では「恣意的装飾」の伝統が引き継がれてきた例を挙げたが、この第 2 節ではこ
れを引き継がない






W. A. モーツァルト《ヴァイオリン・ソナタ》と《ヴァイオリン協奏曲》 
	 モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-91）の《ヴァイオリン付きオブリガート・










                                                        
188 Pierre Baillot. L'art du Violon, Nouvelle Méthode. (Paris: Imprimerie du Conservatoire de Musique, s.d. 1834) p. 
161. 
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189  W. A. Mozart, Bärenteiter-Verlag, Neue Mozart-Ausgabe, 1983. 








譜例 3.14  W. A. モーツァルト《ヴァイオリン・コンチェルト》K. 207 変ロ長調191 
＜アダージョ変ホ長調＞2 楽章	 65 小節目〜 
 
 
譜例 3.15  W. A. モーツァルト《ヴァイオリン・コンチェルト》K. 207 変ロ長調192 












のソロの部分において、譜例 3.16 から 3.17 のように変奏されているが、しかしここにみら
れる変奏だけではまだシンプルである。また和声構造も単純でメロディーも深刻なもので
                                                        
191  W.A. Mozart, Bärenteiter- Verlag, Neue Mozart-Ausgabe, 1987. 
192  Ibid. 








譜例 3.16  J. ハイドン《ヴァイオリン・コンチェルト》ト長調 ＜アダージョ＞194冒頭 
 










                                                        



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































譜例 3.19 第 2 変奏部分197 
 
 
ベートーヴェン《ヴァイオリン・コンチェルト》（初版 1806 年） 






	 例えばこの《ヴァイオリン・コンチェルト》作品 61（譜例 3.20）における緩徐楽章で、
アラベスク風な雰囲気のモチーフで始まるソロの冒頭の音型は、23 小節目で再び現れる際
に譜例 3.21b のように変奏される。また、ソロが始まって 3 小節目での音型は 2 回目の時
（ソロから 14 小節目）には長いクロマティックで変奏されている。 
 
                                                        




譜例 3.20  ベートーヴェン《ヴァイオリン・コンチェルト》作品 61 ニ長調198  
＜ラルゲット＞（初版 1806 年） 
 
 
譜例 3.21  ベートーヴェン《ヴァイオリン・コンチェルト》作品 61＜ラルゲット＞ 
3.21a: 11 小節目のソロ冒頭199 
	 	  
3.21b: 23 小節目における変奏200 
	 	  
                                                        








































第 4 章	 19 世紀初期における「恣意的装飾」の「継承」と「断絶」 
 
	 第 1 節	 19 世紀初頭のヴァイオリン教本に残る「恣意的装飾」の演奏習慣	  
 













リン教本』（パリ、1798 年頃）、《幽霊ソナタ集》（パリ、1800 年頃） 
 





                                                        
201 19 世紀に次々と生み出されていった、パリ音楽院を中心としたヴィルトゥオーゾ育成のためのヴァイ
オリン教本の出版に先駆けとなるように、第 2 章で扱ったタルティーニのフランス語版『装飾の手引き』
が 1771 年にパリで出版されたことの重要性は指摘できる。 
202 ヴォルドマール Michel Woldemar（1750-1815）はフランス中部に位置するオルレアンに生まれた。音
楽教育をロッリとメストリーノから受け、劇団の音楽監督を務めたほか、クレルモン-フェラン大聖堂の
礼拝堂楽長に就任した。 











譜例 4.1.1	 ヴォルドマール《ヴァイオリン・コンチェルト》204 
第 1 番	 ホ長調	 ＜アダージョ＞	 原旋律 
	 下記の譜例は、ヴォルドマールによる《ヴァイオリン・コンチェルト》第 1 番の第二楽章
＜アダージョ＞のソロのヴァイオリン・パート譜である。冒頭の前奏にあたる 8 小節間はオ
ーケストラと一緒に弾くため、作曲家による「恣意的装飾」は加えられていない。次の譜例
4.1.2 は、下記の譜例にみられる第 9 小節以降を原旋律とした作曲家による「恣意的装飾」




                                                        
204 Woldemar, Paris: Bernard Viguerie, (n.d.) 
 122 
譜例 4.1.2	 ヴォルドマール《ヴァイオリン・コンチェルト》第 1 番＜アダージョ＞205 
「恣意的装飾」が加えられた二音間を埋める線的装飾音型の例 




















譜例 4.2	 ヴォルドマール《ヴァイオリン・コンチェルト》第 2 番＜アダージョ＞206 
長いクロマティックの例 
 





















ンスでみられるようになる、ルラード  Des Roulades 209とスタッカート  coup-d’Archet 
Articulé も新しい装飾法の一つである。 
 
                                                        
207 ヴォルドマールは譜例の中で装飾のことを、「刺繍」を意味する “Broderies”と書いている。これが 








譜例 4.3《タルティーニの亡霊》第 1 楽章「ラルゴ」部分 
17 小節〜参照《悪魔のトリル》の重音でのトリルが「亡霊」となって出現210 
  
                                                        
210 Michel Woldemar, Sonates fantô-magiques pour le violon, L'ombre de Tartini. Paris: B. Viguerie et aux adresses 
ordinaires de Musique, n. d. 1800. p. 2 
%'
 127 
譜例 4.4.1 ヴォルドマール《幽霊ソナタ集 Fantomagic sonata》（パリ、1800 年頃）より《タ
ルティーニの亡霊が現れる L’ombre Tartini》第 1 楽章の続き「アダージョ」部分211 
 
                                                        






譜例 4.4.2 ヴォルドマール《幽霊ソナタ集 Fantomagic sonata》（パリ、1800 年頃）より《タ
ルティーニの亡霊が現れる L’ombre Tartini》第 1 楽章の続き「アダージョ」部分212 
 
                                                        

















本で初めて出版されたタルティーニの《悪魔のトリル Le trille du diable》も含まれている。
また巻末に載せられたコレッリのガヴォットによる 50 の変奏曲から成るタルティーニの




	 『ヴァイオリン技法 L’art du violon』において、幾つかの「恣意的装飾」の例が含まれて
いる。その一つは教本の巻末に載せられたタルティーニのソナタの＜アダージョ ADAGIO
＞に見られる（譜例 4.5）。そこで用いられているテーマは、1743 年頃にアムステルダムで
出版されたタルティーニの《6 つのソナタ》作品 2 の第 5 番＜アダージョ＞が元になってい
る。 
                                                        
213「パリの音楽院 le Conservatoire de musique」 は 1795 年に設立された。 
214 Schwarz/曽我は、カルティエがこの教本において「楽曲をその手写本や初版から取り入れ、数多くの
名曲を忘却から救った」（Boris Schwarz/曽我、ニューグローブ）と評価している。確かにこのタルティー










	 カルティエの『ヴァイオリン技法 L’art du violon』において載せられた、このタルティー
ニのソナタの＜アダージョ＞は、後の 1800 年頃にヴィーンで、《アマチュアに向けたカプ
リスまたはエチュード Caprices ou Étude du Violon dediés aux Amaturs par Tartini》というタイ
トルが記され、それぞれ 1 から 17 番までのヴァリエーションとして出版されている。（譜
例 4.6 表紙と 4.7 譜例）  
  
                                                        





                                                        
216 Tartini, Vienna: Jean Cappi, n.d. (c.1800). 
 132 
譜例 4.7	 タルティーニ《カプリスまたはエチュード》 （ヴィーン、出版年記載なし、1800









                                                        
























シュライファー218（譜例 4.7g）、クロマティック（譜例 4.7h）などが見られる。 
 
	 カルティエの『ヴァイオリン技法』にはタルティーニ以外にも、「恣意的装飾」が加えら
れた 2 曲のナルディーニ Pietro Nardini（1722-1793）219の《ソナタ》が載せられている。こ
の曲も上述した先行研究によれば、ナルディーニ自身の装飾となる。下の譜例はナルディー
ニの《ソナタ》第 2 番における「恣意的装飾」の例である。（譜例 4.8.1、4.8.2） 
                                                        




カルティエ『ヴァイオリン技法』におけるナルディーニ《ソナタ》第 2 番221 
「恣意的装飾」の特徴 (a) ~ (j) 
 
                                                        
220 Nardini, VII Sonates pour Violon et Basse avec les Adagios Brodés. Paris, ca. 1795-1806.  









譜例 4.8.2222	 同ソナタの続き 
 
                                                        














挙げられる。また、64 分音符が多用されている点や、上記の譜例 4.8.1、4.8.2 に記号で示し
たようにシンコペーション（譜例 4.8b）、クロマティック（譜例 4.8c）、音価の対比や減速
する装飾（譜例 4.8d）、一旦 3 度下行してから入るスケール（譜例 4.8e）、トリルの音型と









	 バイヨ Pierre Baillot224（1771-1842）の作品は今日演奏される機会は少ないものの、『ヴァ






ン・コンチェルト》第 3 番の第 2 楽章＜アダージョ＞に「恣意的装飾」を加えた例を示して
いる。（譜例 4.9.1）この装飾はおそらくバイヨによって加えられたと考えられ、そのスタ
                                                        
223 筆者が「恣意的装飾」部分を全訳した巻末附録 53 頁を参照されたい。 













装飾」を比較したものを譜例 4.9.3 として挙げる。 
	 今日では、ヴィオッティ Giovanni battista Viotti（1755-1824）225の作品を演奏する際にこ
のように旋律に「恣意的装飾」を加えるという習慣はなく、まさに 19 世紀において 18 世紀
の「恣意的装飾」の伝統を継承している例ということができる。 
                                                        
225 ヴィオッティはイタリアの北東に位置するフォンタネット・ポーに生まれたイタリア人ヴァイオリニ
スト、作曲家である。コレッリに始まるイタリアの伝統を受け継ぐ最後のイタリアの偉大な演奏家と言わ






て 1792 年にロンドンへと逃れた。 





譜例 4.9.1	 バイヨ『ヴァイオリン奏法』（パリ、1834 年）の中に含まれるヴィオッティ《ヴ
ァイオリン・コンチェルト》第 3 番 イ長調 第 2 楽章226＜アダージョ＞ 
   
                                                        









譜例 4.9.2	  




                                                        
227 G. B. Viotti Violin Concerto No.3 in A major (Paris; Sieber)  
:=

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
 140 
譜例 4.9.3 
	 譜例 4.9.1 と 4.9.2 におけるソロ・パートに加えられた「恣意的装飾」と原旋律との比較 









	 パリ音楽院のために書かれたアブネック François Habeneck（1781-1849）228による『ヴァ










                                                        
228 アブネックはパリ音楽院でバイヨのクラスに入った。オペラ座のオーケストラで首席ヴァイオリニス
ト、そして監督を務めた。ベートーヴェンの音楽をフランスに紹介したことがアブネックの業績として讃








Mélodie simple	 装飾のない旋律 
Petite note 小さい音符（定型的装飾音）  
Grupetto ターン、または回音。（主要音とその上下の 2 つの補助音が交代する） 
Trille トリル 
Petite gamme diatonique	 全音階による装飾 
Petite gamme chromatique クロマティックによる装飾 
Trait composé d’intervalles	 跳躍する音を含む線的装飾230 
                                                        
229 Habeneck, c. 1835, p. 152. 
230 モンテクレール Michel Pignolet de Montéclair（1667-1737）の書物『音楽の原理 Principes de Musique』
（パリ、1736 年）において、トレ Trait（線、飛ぶもの）とクラード Coulade の違いは以下のように定義








20f.D y a des d'un style sévère qui exigent une exécution pure et simple. On doit se borner:._ les.: 
phraser et les d'après les préceptes que nous avons donnés. oon Il d' . W>'"" , -to .,.s,k. 1 
;i'j ;ir;. y en a autres qua permettent, qui demandent quelques ornemens. 
L'ornement peut prendre toutès les formes. 
Mélodie simple ......... . 
Petite note ............. . 
Gruppetto .............. . 
Trille .................. . 
Petite gamme chromatique. 
-p, '"' 'lÙ '\ '\{' ·''î# ·• l .. r .. rir .... Trait composé d'intervaJies: 
co..-- \,',ve.. 
Il peut quelquefois ne pas atre circonscrit aux 
notes qui entourent celles de la mélodie simple. 
203. Mais la difficulté consiste dans le choix de ces ornemens. 
204.Ce choix peut être vicieux pa1• deux causes: 
Par défaut de connaissancesharmoniques.(•) 
œ Par manque de goût. , _ _ 1 d 
O"" e. 9'2-· I t t 205. Tout le monde peut se donner les connaissances harmoniques: quelques mois d'etude mettent en etat d'eviter 
, • , , telJ.o. ... d toute mepr1se a cet egar«. 
206. Pour ce qui regarde le goût, la chose est plus délicate. 
207. Le goût est encore une qualité qui lt l'analyse. La nature en donne le germe et l'habitude d'enten-
dre fréquemment des Artistes contribue puissamment a le développer. 
Nous croyons qu'il consiste principalement dans uil sentiment exquis des convenances. 
209. Ainsi dans l'emploi des ornemens il faut scrupuleusement observer les deux suivantes qui en décou-
lent directement. 
L'ornement ne doit jamais défigurer la 
L'ornement doit être conforme au caractère de la mélodie.' 
210. Voici encore deux règles qui sans avoir la même importance que les précédentes, n'en doivent pas moins 
"" . "d, • etre prises en cons1 eration. 
DI! L'ornement doit en g'néral atre placé vers la fin de la phrase mélodique et presque toujours au 
lems faible de la mesure ou à la partie faible du tems. 
Jv.0 Si parfois on met des ornemens au tems forl il faut nécessairement en mettre aussi au tems 
faible qui suit. 
( 1 ) En etTet si on ne connait pas au moins les principes g'niraux des accords, on s'expose la introduire dans la notes 




（５）ベリオの『ヴァイオリン奏法』作品 102（パリ、1857 年）における「恣意的装飾」 
 
	 これまでにみてきたカルティエやバイヨ、そしてアブネックよりも少し時代は進み、ベリ
オ Charles-Auguste de Bériot（1802-70）231がブリュッセル音楽院のために書いた『ヴァイオ
リン奏法 Méthode de violon』では、「フィオリトゥーラ Fioritura」という言葉を用いてその








                                                        
つの音の間で任意に挿入されるもの、とある。（L. モーツァルト/久保田、2017 年、241 頁。第 11 章 20
節） 
譜例 4.12A と B (Michel Pignolet de Montéclair, Principes de Musique, Paris: L'auteur, 1736, p. 87) 
 









ンリ・ヴュータン Henri François Joseph Vieuxtemps（1820-81）がいる。 








がボカリーズ vocalise（母音唱法の装飾の動き）における回転 roulades の動きを超えてはい
けない」、と注意を促しており、以下では装飾のスタイルの変化を示唆する記述が見られる。 


















                                                        
233 Ibid. 
234 ここでの「小さな音符」とは、音価の細かな装飾を示す。 
235 教本の成立年代はおそらく 1830-31 年頃と見られる・ 
189 
DES BRODERIES OU 'PIOBITURES. 
Nous avons démontt'é plus haul que la mélodie n.,étail aulre chose que l'ornement 1-aisonné de fharmonie. 
Examinons maintenant une autre espèce cfomementation plus détaillée, plus légère qui est à la mélodie ce que celle-ci tist à fhar-
monie. 
Ces sortes de fioritures s"emploient à remplir les espaces vides du chant produits par les mouvements lents. 
La mélodie qui comporte le mieux les embellissements dont nous voulons parler est celle qui a pour but de plaire par son carac-
tère aimable, fleuri, g1icieux et dont Paccompagnement est léger et simple d'harmonie. Mais route mélodie qui porte en elfe un sen-
timent bien arr~té, soit profond, grave ou sérieux.; celle qui fait avec son accompagnement de l'harmonie compliquée exclut, en partie., 
loote espèce d'ornementation. 
De là vient qne la musique allemande plus serrée d'harmonie que la musique italienne se p~te moins à la fioriture. A mesure 
que cette complication harmonique a gagné toutes les écoles modernes., l'ornementation est devenue plus rare, tandis que la mélodie 
ancienne plus simplement accompagnée -iy pr~te bien davantage. 
Ces changements sont dus plus au progrès qu'à la mode. C"est à l~xécutant à accepter ces diversités de nuances et à assouplir 
son jeu avec habileté en n'embellissant que la musique dont le caractère s'y pr~fe: Cela est une question de goût. 
Or, le goilt qui préside à fm-angement de ces broderies doit atre homogène avec celui qui a aidé à la création d'une mélodie bien 
conçue. Trop généralement on croit que le goGt, comme toutes les belles facultés de f'ame, échappe à fanal,se et qu,.d suit en esclave 
!es caprices de la mode tandis qu'au contraire c'est lui qui la dirige. 
Presque toujours la mode prit en extravagante, grice au défaut de goilt de ceux qui fexagèrent. Mais hient3t le goOt s'empa-
rant d'elle la rend plus aimable et la fait accueillir partout. 
Nous avons dit de fordre qu'il était la reproduction des mêmes choses placées à des distences égales; cela doit 3tre la pre-
mièl"e règle de fornementation, c'est-à-dire que les groupes de m@me espèce dommt autant que possible @Ire distancés d'une façon 
rationnelle. Ainsi, deux ornements compliqués et qui occuperaient la m&ne étendue de notes du grave à faigu ne peuvent se succé-
der immediatement sans manquer au bon goût. 
D füut en thèse générale que le petit ornement succède au grand, le grand au petit et qu "ils se fassent mutuellement cette oppo-
sition qui donne au style la vari&té d~irable. 
EXEMPLE. 
Ornementation trop~ Préférable. 
Chant simple. ...------~ r~ · âfi I J J ' H r r tf FIMu I r r[[Ullrr J ! H Ntr fllf ff 1 (rêfii J 1 Il 
Il faut excepter de cette règle les groupes tfohelonnés, soit en montant., soit en descendant., dont la progression exclut la mo-
notomie. EXEMPLES. 
•r jjfünr ~·1~ ~1rrl IJ ~~~~;:::-:.:::::=:;====~=-:-== 1 1 F Il 
En second lie~ fornementation ne doit occuper que les temps faibles ou la partie des temps fàibles. 
D &ut éviter avec soin de trop compliquer la fio1·iture pour respace qu.,elle occupe, afin de ne pas 3tre obligé de lèxécuter avec 
trop de précipitation. Le degré de vitesse à donner à la série de notes qui composent une broderie ne doir guère dépasser le mou-
vement des roulades dans la vocalise. 
Nos devanciers de la rm du dernier siècle multipliaient tellement la quantité de leurs petites notes qu'ils avaient sOUYen1 de la pei-
ne à arrïYer à temps pour reprendre la mesure. De nos jours, le goût s'est épuré; on a compris que la sobriéré était mie des princ~ 
pales qualités dans la maniè1-e d'ornementer. 
D.,ailleurs., la pluspart des compositeUl"S modea·nes écrivent lew• musique telle qu'ils veulent qu'elle §Oit exécurée. Cette précision 
ne laissant rien d'arbitraire au goût de 1\xécutant., lui ôte la possibilité de dénaturer la pe11sée de l'auteur. 
On a compris aussi que toutes les formes gr-Jdeuses demandenl tm peu de lenteur dans l"achèvement de leurs contours. 
Eu toutes choses, se presser c.,est manquer de grâce: Pa·endre son temps est une des règles essentielles du goût qui s'applique sur 
tout au style de la mélodie. 
Enfin., nous ternûnons ce chapitre en recommandant à l'élève d"apporter dans ces ornementations la grada1ion qui en soutienl lin-
térêt. Ainsi lorsqu'un motif revient plusieurs fois dans le mème adagio, on lèxposera d'abord dans toute sa simplicité pour en bien fai-
re compN'lldre le dessin .. on augmentera peu à peu les fioritures chaque fois que le mime chant se reproduira~ comme il est dit au der-



























                                                        
236 Louis Spohr, Violin schule, Vienna, Haslinger. c. 1832, p. 195. (Dritte Abtheiilung. Vom Vortrage.) 
なお、英語版である Louis Spohr, Violin School. London: Robert Cocks & Co., ca.1850. Eng.Trns, John Bishop of 
Cheltenham. p. 181. （On delivery on style or Performance. Section 1）においては、正しいスタイル、優美な
スタイルをそれぞれ correct style/fine style と訳されている。 
237 Ibid. expression と訳されている。 
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239 Baillot, 1834, pp. 278~. （第 17 章） 














フィオリトゥーラを加えない、というベリオの理由は、例えば J. S. バッハ等の作品におい
ては当てはまるであろう。しかし 18 世紀末頃の、装飾における「けばけばしい」スタイル

















                                                        




























                                                        
242 Baillot, 1834, p. 278.（第 17 章） 
243 第 4 章第１節（3） 
244 Baillot, 1834, p. 281. 
245 つまり装飾を加えるべきではない、と捉える。 
































                                                        
247 Galeazzi, 1796, p. 364. （no. 304） 
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